藤沢市愛の輪福祉基金補助金交付にかかる手続きについて

　藤沢市愛の輪福祉基金補助金の申請及び交付については、藤沢市補助金交付規則に基づいた手続きが必要となります。必要書類の作成及び提出についてご理解をお願いします。

1． 補助金交付の流れ
補助金交付の流れは、次のようになります。
◎：各団体が行うもの
〇：本市が行うもの

◎申請手続き　【申 請 期 間 ：４月１日（水）から５月２９日（金）まで】
次の書類を、期間内にご提出ください。（「交付要領」Ｐ５　５．申請手続きについて）

【提出物】　参照ページ：Ｐ４からＰ１１
・団体につき各１通提出するもの
交付申請書【第１号様式】、事業計画書【第２号様式】、誓約書【第３号様式】、
その他必要な書類
・事業につき１通提出するもの（複数事業を実施する場合、事業ごとに作成する）
収支予算書【第４号様式】

【提出先】
新規申請：藤沢市福祉総務課（藤沢市役所本庁舎２階）
２回目以降の申請：藤沢市社会福祉協議会（藤沢市役所分庁舎１階）

　○補助金審査委員会開催【７月下旬予定】
　　審査委員会にて、補助事業の適否を審査します。

　○補助金交付等決定通知書の送付【８月上旬予定】
市長が可否を決定し、可否及び補助金額（予定額）を、交付等決定通知書【第５号様式】によ
り各団体へ通知します。
本通知は予算に基づいた補助金額を通知するものです。実際に交付する補助金額につい
　ては、実施した補助事業の決算に基づき本市が通知する、確定通知書【第１１号様式】をご
　確認ください。
　　　　　

　◎事業完了報告　【提 出 期 限：事業完了から１週間以内】
次の書類を、期間内にご提出ください。（「交付要領」Ｐ５　７．事業完了後の手続きについて）

【提出物】　参照ページ：Ｐ１８からＰ２４
・団体につき各１通提出するもの
事業完了届兼実績報告書【第８号様式】、事業実施結果報告書【第１０号様式】
・事業につき１通提出するもの（複数事業を実施する場合、事業ごとに作成する）
収支決算書【第９号様式】、領収書などの支払い実績を確認できる資料

【提出先】
　新規・継続団体ともに
藤沢市社会福祉協議会（藤沢市役所分庁舎１階）

○補助金確定通知書、請求書及び委任状の送付
（「交付要領」Ｐ５　９.補助金の請求及び交付時期について）
事業完了届兼実績報告書等の関係書類に基づき完了確認をした後、補助金額を確定し、確定
通知書【第１１号様式】、請求書及び委任状を、本市から各団体へ送付します。

　◎請求書及び委任状の提出　【請求書受け取り後速やかに】
　　確定通知書を受け取った後、請求書及び委任状に必要事項をご記入のうえ、ご提出ください。
　　
【提出物】
　　請求書
委任状（請求者と補助金の振込先の名義が異なる場合のみ）

【提出先】
藤沢市福祉総務課（本庁舎２階）

　○補助金の振込
団体から請求書が届いたら、市は補助金の支出行為を行い、指定の口座に振り込みます。

以上で、当該年度に係る補助金の事務手続きが完了となります。




２．提出書類一覧
　市ホームページからダウンロードしていただけます。
　（ホーム＞健康・医療・福祉＞福祉一般・生活保護＞寄附・基金＞愛の輪福祉基金への寄附、基金の助成）
	申請時に提出する書類

	第１号様式
	愛の輪福祉基金補助金交付申請書

	

	第２号様式
	愛の輪福祉基金補助金事業計画書

	

	第３号様式
	暴力団排除に関する誓約書

	

	第４号様式
	収支予算書
	複数事業を実施する場合は、事業ごとに作成

	その他
	第１号様式の添付資料欄に記載されている必要な書類
	

	事業内容の変更時に提出する書類（※）

	第６号様式
	愛の輪福祉基金補助金事業計画変更承認申請書
	中止の場合は第６号様式
のみ

	第２号様式
	愛の輪福祉基金補助金事業計画書

	

	第４号様式
	収支予算書

	

	事業完了時に提出する書類

	第８号様式
	愛の輪福祉基金補助金事業完了届兼実績報告書
	

	第９号様式
	収支決算書
	※複数事業を実施する場合は、事業ごとに作成

	第10号様式
	愛の輪福祉基金補助金事業実施結果報告書
	

	その他
	領収書などの支払実績を確認できる資料
	


※事業内容を変更する際は、福祉総務課へ事前にご連絡いただきますようお願いいたします。
３．申請時に提出する書類の記入方法及び留意事項

（１）愛の輪福祉基金補助金交付申請書【第１号様式】
　　補助を受けようとする事業が複数ある場合も、１団体につき１通を作成してください。
　　総会資料等、別途事業内容がわかる資料がある場合は、「別紙参照」「別紙のとおり」などと
していただき、申請書類に添付していただければ結構です。

申請年月日： 申請書の提出日をご記入ください。
事業の開始日は４月１日以降になりますので、それ以降の日付をご記入ください。
※年間を通じて事業を行っている場合は、４月１日とご記入ください。
　申請者： 必ず記入してください。
　　　　　     代表者名は、肩書も含めて補助金の請求時に必要となります。
　　　 肩書の記入漏れで、審査が遅れる場合がありますので、ご注意ください。
　　　　　　 ※令和８年度から、押印は不要となります。
　
1　団体の名称：　事業を実施する団体の名称をご記入ください。
2　設立年月日：　お分かりの場合はご記入ください。
詳細がわからない場合は、「○○年頃」で結構です。
3　法人格の有無：　法人格の有無及び「有り」の場合は取得年月日をご記入ください。
4　会員数：　団体の会員数をご記入ください。
5　団体の設立目的：　団体の設立目的を具体的にご記入ください。
6　過去の補助実績：　実績の「有り」「無」のどちらかにチェックしてください。「有り」にチェックした場合は、直近に補助実績のあった年度をご記入ください。
7　年間予算：　愛の輪福祉基金の補助事業を含む団体全体の年間予算をご記入ください。
8　前年度団体繰越金：　前年度事業を実施し、繰越金がある場合は金額をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　    その際、今年度の利用用途もご記入ください。
9　団体自己資金の状況：　愛の輪福祉基金補助金は、団体の自己資金だけでは実施することが困難な事業に対する補助金です。収支予算を精査していただき、補助金が必要な場合のみ「はい」にチェックをしてください。
10　他の補助金の申請状況： 本市の他の補助金制度と重複してご利用いただくことはできま
せんのでご留意ください。
11　添付資料：　提出時のチェック用にご利用ください。
　　　　　　　　　　　 【第５条関係】の書類３点及び【要領に定める書類（別表４）】のうち、団体規約・定款、総会資料等、会員・社員名簿（市内在住者確認のため）の提出は必須となります。その他については施設整備等事業関係書類です。
第１号様式（第５条関係）記入例

愛の輪福祉基金補助金交付申請書
	２０２６　年　４　月　１　日　　
藤　沢　市　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　　藤沢市朝日町１２３４番地　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　団体の名称　〇〇〇〇〇会　　　　　　　　かたがき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　会長　藤澤　愛　　　　　　　押印は不要です。
電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務担当者・連絡先　藤澤　輪　 ***-****-****　 
　次のとおり申請します。

	

	

	

	1　団体の名称
	（ふりがな）　〇〇〇〇〇かい

	
	〇〇〇〇〇会

	2　設立年月日
	１９〇〇　年　　　〇　月　　〇　日

	3　法人格の有無
	□有り（　　　　年　　　　月取得）　　　☑無

	4　会員数
	　　　　　　　　　　〇〇人

	5　団体の設立目的
	※団体の定款や規約に記載されている目的等をご記入ください。

	6　過去の補助実績
	　　　　　過去において愛の輪福祉基金補助金の交付実績があるか。
☑有り（　令和７　年度）　　　□無

	7　年間予算
	　　　　　　　　　　　　　　〇〇〇,〇〇〇円

	8　前年度団体
繰越金
	　　　　　　　　　　　　　　　〇〇,〇〇〇円
【今年度利用用途】
　事業計画書に記載の〇〇事業、△△事業で使用予定。

	9　団体自己資金
の状況
	事業計画書（第２号様式）に記載の事業を実施するにあたり、自己資金のみでの実施が困難なため、愛の輪福祉基金補助金を申請することに相違ありません。
☑はい　　　　□いいえ

	10　他の補助金の
申請状況
	□有（　　　　　　　　　　　　　補助金）　☑無

	


11　添付資料
	【第５条関係】
☑事業計画書（第２号様式）　　☑誓約書（第３号様式）
☑収支予算書（第４号様式）
【要領に定める書類（別表４）】
☑団体規約・定款　　☑前年度決算の分かるもの（総会資料等）
☑会員・社員名簿（総会資料等で確認できる場合は省略可）
□工事見積書　　□配置図・平面図　　□土地所有者の承諾書
□見積書（備品購入等）　　□パンフレット又は写真（備品購入等）



（２）愛の輪福祉基金補助金事業計画書【第２号様式】
１団体につき１通を作成してください。
事業数が５つ以上の場合は用紙を足して作成してください。

[bookmark: _Hlk219731009]団体の名称：　団体の正式名称をご記入ください。
事業名：　申請時の事業名をご記入ください
補助区分：　「交付要領　Ｐ８別表２」で定める、各事業の補助区分をご記入ください。
施行場所：　複数箇所に渡るときは、記載できる範囲でご記入ください。
欄に収まりきらないときは「○○等」または「○○他」とご記入ください。
　 事業費：　愛の輪福祉基金の補助を受ける当該事業の総事業費をご記入ください。
事業目的及び事業概要：事業の目的及び活動内容について、できるだけ詳しくご記入ください。
　 対象：　参加対象者をご記入ください。（例「会員及び家族」「施設利用者」「地域住
民ほか」など）
人数が確定していればその人数を、確定していない場合はおおよその人数
をご記入ください。
着手予定年月日：　事業に着手する日にち（実施日）が確定している場合はご記入ください。年間を通じて行う場合は４月１日（申請日以降の日付）とご記入ください。
完了予定年月日：  事業が完了する日にちが確定している場合はご記入ください。
　　　　　　　　　 年間を通じて行う場合は３月３１日とご記入ください。

















第２号様式（第５条関係）記入例

愛の輪福祉基金補助金事業計画書
	団体の名称
	〇〇〇〇〇会

	１
	事業名
	〇〇野外体験教室

	
	補助区分
	（２）－ア　社会参加促進・地域交流活動事業

	
	施行場所
	〇〇市民センター
	事業費
	　　　〇〇,〇〇〇円

	
	事業目的及び
事業概要
	障がい児とその家族を対象とした野外体験教室を実施する。









	
	対象
	（対象者）障がい児とその家族（会員、地域住民等）
	　　　　〇〇名

	
	着手予定年月日
	　　２０２６年　〇月　〇日　  　　　　
	完了予定年月日
	　２０２７年　〇月　〇日　  　　　　

	２
	事業名
	〇〇寺子屋事業

	
	補助区分
	（２）－イ－①　生活支援事業

	
	施行場所
	〇〇会議室
	事業費
	〇,〇〇〇円

	
	事業目的及び
事業概要
	小学生を対象とした学習支援










	
	対象
	（対象者）小学生（会員、地域住民等）
	　　　　　〇〇名

	
	着手予定年月日
	　　２０２６年　△月　△日　  　　　　
	完了予定年月日
	　２０２７年　□月　□日　  　　　　


※事業において食品の提供をする場合は、藤沢市保健所に事業の実施内容について相談し、
食品衛生上の指導・助言を受けてください。
	３
	事業名
	

	
	補助区分
	

	
	施行場所
	
	事業費
	円　　

	
	事業目的及び
事業概要
	











	
	対象
	（対象者）
	名　

	
	着手予定年月日
	　　　　　　年　月　日
	完了予定年月日
	　　　　　  年　月　日

	４
	事業名
	

	
	補助区分
	

	
	施行場所
	
	事業費
	円　

	
	事業目的及び
事業概要
	











	
	対象
	（対象者）
	名

	
	着手予定年月日
	　　　　　　年　月　日
	完了予定年月日
	　　　　　　年　月　日




（３）暴力団排除に関する誓約書【第３号様式】
　　１団体につき１通を作成してください
団体名及び代表者氏名（補助金交付申請書【第１号様式】の団体名及び代表者氏名）をご記入ください。

第３号様式（第５条関係）
暴力団排除に関する誓約書記入例


藤沢市愛の輪福祉基金補助金交付申請に当たり、藤沢市暴力団排除条例（平成２３年藤沢市条例第１８号、以下「条例」という。）を遵守し暴力団を利することとならないよう措置を講じて暴力団排除に協力するため、下記の事項について誓約します。

記

１　暴力団（条例第２条第２項に規定するもの）、暴力団員（同条第３号に規定するもの）、暴力
団員等（同条第４号に規定するもの）又は暴力団経営支配法人等（同条第５号に規定するもの）ではありません。

２　暴力団の利益になる事業ではありません。

３　藤沢市愛の輪福祉基金補助金交付要綱第２条第２項第１号の規定に該当するときは、補助金が不交付決定となることを了承します。また、交付決定後にその事実が判明したときは、交付決定を取り消し、又は補助金の返還を求められることに異議はありません。

４　上記事由を確認する必要がある場合には、申請書の記載内容のほか申請に係わる情報を暴力団排除のため、関係する官公庁へ照会する場合があることに同意します。
なお、前記のことについては、役員全員が了承していることを確認しています。
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　2026年　　４月　　１日
　　　　　　　　　　　　　　　団体の名称　　　○○○○会　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたがき　　
　　　　　　　　　　　　　　　代表者名  　　会長　　藤澤　愛　　　　  

愛の輪福祉基金補助金交付申請書【第１号様式】と同じ「団体の名称」「代表者氏名」をご記入ください。押印は不要です。

（４）収支予算書【第４号様式】
　　補助を受けようとする当該事業の収支予算書です。
事業が複数ある場合は、事業ごとに作成してください。

事　 業　 名：　 事業計画書【第２号様式】と同じ名称をご記入ください。

（収入の部）
区　　　　分：　収入に係る名称をご記入ください。
　　　　　　　　  ※「愛の輪補助金（予定）」「参加者負担金」「会費」など
予　 算 　額：　補助を受けようとする当該事業の予算額をご記入ください。
　　　　　　　　※「愛の輪福祉基金補助金」については、当該年度に想定する金額をご記入
ください。
摘　　　　要：　積算の根拠があれば簡単にご記入ください。
　　　　　　　　　※「会費収入：10,000円」→「一人500円×20人」のようにご記入ください。

（支出の部）
補助対象経費：　補助金の対象となる経費をご記入ください。（「交付要領Ｐ７別表１」を参照）
　　　　　　※食費、記念品代、宿泊費及び会報誌費など、対象外の経費については、下
　　　　　　段の「補助対象外経費」の欄にご記入ください。
　区　　　　分：　支出予定の事項や購入予定の物品名などをご記入ください。
予　 算 　額：　予定額をご記入ください。
　摘　　　　要：　積算根拠があればご記入ください。














第４号様式（第５条関係）記入例

収　支　予　算　書事業計画書と同じ事業名をご記入ください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業名　　○○○○○○事業
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円同














額


	区　分
	予算額
	摘　要

	前年度繰越金
	○○,○○○円
	

	愛の輪補助金（予定）
	○○,○○○円
	

	参加者負担金
	○○,○○○円
	＠○○○円×２０人分

	寄附金
	○,○○○円
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	●●●,●●●円
	



（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区　分
	予算額
	摘　要

	
補助対象経費
	
	「補助対象経費」と「補助対象外経費」は
必ず分けてご記入ください。
※給食・配食を行う場合（年８回以上に限る）に係る食材費以外の食費、記念品代、宿泊費、及び会報誌費などは、補助対象外の経費となりますのでご注意ください。

	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	小　計
	○○○,○○○円
	

	補助対象外経費
	
	補助を受ける当該事業の収支予算となりますので、
「収入の部」の合計と「支出の部」の合計が同額
となっているか、確認してください。

	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	小　計
	○○○,○○○円
	

	合　計
	●●●,●●●円
	





（５）愛の輪福祉基金補助金交付等決定通知書【第５号様式】
愛の輪福祉基金補助金確定通知書【第１１号様式】
　　本市が作成する書類です（表題を除いて様式は共通です。）

愛の輪福祉基金補助金交付申請の内容を審査し、交付額又は予定額を通知します。
→【第５号様式】　

完了報告に係る書類を確認し、確定した補助金額を通知します。
→【第１１号様式】

なお、施設整備事業にかかる経費など、補助金交付申請時に経費が確定している事業以外の
補助金額は予定額とし、完了報告に係る書類の確認後、確定した補助金額を通知します。
























第５号様式（第７条関係）見本

愛の輪福祉基金補助金交付等決定通知書
	　２０２６年（令和８年）○月○日　
　○○○○会
　会長　　藤澤　愛　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤沢市長　〇〇　〇〇　　　
　次のとおり通知します。

	1　補助区分
	
	（１）－ア　施設改修

	
	
	（１）－イ　備品購入及び広報活動

	1. 
	○
	（２）－ア　社会参加促進・地域交流活動事業

	2. 
	
	（２）－イ－①　生活支援事業

	3. 
	
	（２）－イ－②　ボランティアコーディネート事業

	4. 
	
	（２）－イ－③　自立支援等活動事業

	5. 
	
	（２）－イ－④　居場所づくり事業

	6. 
	
	（２）－ウ　その他市長が認める福祉事業

	2　審査結果
	交付

	3　事業名
	○○○○○○事業

	4　施行場所
	　藤沢市朝日町１２３４番地ほか

	5　補助金額
	　　　　　　○○,○○○円

	6　条　件
	１　この事業施行に関してこの補助金を目的以外に使用しないこと。
２　この事業施行について、市長は随時、帳簿書類等の提出を求め、必要な検査又は指示をすることができる。
３　本市のほかの補助金制度を利用し、重複して補助金の交付を受けることがないこと。施設整備事業にかかる経費など、補助金交付申請時に経費が確定している事業以外の補助金額は予定額とし、事業終了後に提出いただく、完了届兼実績報告書等の関係書類に基づき、完了確認を行った後、確定した補助金額を「愛の輪福祉金補助金確定通知書」【第１１号様式】で通知します。

４　事業の実施に当たっては、安全面、衛生面等に十分注意すること。
５　利用者を他の収益事業等に誘導する行為がないこと。
６　藤沢市補助金交付規則を遵守すること。

	7　指示事項
	１　本事業の完了後、速やかに事業完了届兼実績報告書（第８号様式）に収支決算書（第９号様式）及び領収書等の支払実績の確認できる資料、事業実施結果報告書（第１０号様式）を添えて提出すること。
２　この補助金に関係する書類は、事業終了後翌年度から５年間保存すること。




第１１号様式（第９条関係）見本

愛の輪福祉基金補助金確定通知書
	　２０２６年（令和８年）○月○日　
　○○○○会
　会長　　藤澤　愛　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤沢市長　〇〇　〇〇　　
　次のとおり通知します。

	1　補助区分
	
	（１）－ア　施設改修

	
	
	（１）－イ　備品購入及び広報活動

	
	
	（２）－ア　社会参加促進・地域交流活動事業

	7. 
	
	（２）－イ－①　生活支援事業

	8. 
	
	（２）－イ－②　ボランティアコーディネート事業

	9. 
	
	（２）－イ－③　自立支援等活動事業

	10. 
	
	（２）－イ－④　居場所づくり事業

	11. 
	
	（２）－ウ　その他市長が認める福祉事業

	12. 
	
	

	2　事 業 名
	

	3　施行場所
	

	4　当初補助
決定額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	5　確定後
補助金額
	　　　　　　　　　　　　　円

	6　条　件
	１　この事業施行に関して必要な書類を整備するとともに、この補助金を目的以外に使用しないこと。
２　この事業施行について、市は随時、帳簿書類等の提出を求め、必要な検査又は指示をすることができる。
３　藤沢市補助金交付規則を遵守すること。

	7　指示事項
	この補助金に関係する書類は、事業終了後翌年度から５年間保存すること。



４．事業を中止または事業内容に変更が生じたときに提出する書類の記入方法及び留意事項

（６）愛の輪福祉基金補助金事業計画変更承認申請書【第６号様式】
　　交付決定を受けた事業で、事業の内容の変更又は中止若しくは廃止しようとする場合、提出
してください。
　代表者を変更する場合もご提出ください。
なお、代表者を変更される場合は、別途市様式の変更届も併せて提出していただきます。

　申請年月日：　当該申請書を提出する年月日をご記入ください。
　　　　　　　　　　　「 申請者 」から「 3　施行場所 」までは、補助金交付申請書【第１号
　　　　　　　　　　　様式】と同じ内容をご記入ください。

4　変更後総事業費：　当該事業の変更後の事業費をご記入ください。
　　　　　　　　　　 全部中止若しくは廃止の場合は「０円」とご記入ください。
5　変更内容：　中止の場合は「全部（一部）中止」、廃止の場合は「廃止」と
ご記入ください。その他変更の場合は、当該事業の変更内容をわかりやすくご記入ください。
6　変更理由：　当該事業の中止、廃止、変更の理由をご記入ください。
7　添付書類：　変更後の事業計画書、収支予算書及びその他必要書類を添付してくださ
い。
8　その他：　代表者の変更があった場合のみ、誓約書【第３号様式】を添付してくだ
さい。













第６号様式（第８条関係）記入例

愛の輪福祉基金補助金事業計画変更承認申請書
	　　　年　　　月　　　日　
　藤　沢　市　長
                               　　　　　　　　　　　 所在地　　　藤沢市朝日町１２３４番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　団体の名称　〇〇〇〇〇会　　　　　　　　かたがき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　会長　藤澤　愛　　　　　　　電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務担当者・連絡先　藤澤　輪　 ***-****-****　　

次のとおり申請します。

	1　補助区分
	
	（１）－ア　施設改修事業中止及び事業内容に変更が生じたときに使用する書類です。

交付決定を受けた事業で、事業の内容の変更又は中止若しくは廃止しようとする場合に提出してください。

上記事由が発生した場合には、
福祉総務課までお問い合わせください。


	
	
	（１）－イ　備品購入及び広報活動

	1. 
	
	（２）－ア　社会参加促進・地域交流活動事業

	2. 
	
	（２）－イ－①　生活支援事業

	3. 
	
	（２）－イ－②　ボランティアコーディネート事業

	4. 
	
	（２）－イ－③　自立支援等活動事業

	5. 
	
	（２）－イ－④　居場所づくり事業

	6. 
	
	（２）－ウ　その他市長が認める福祉事業

	2　事 業 名
	

	3　施行場所
	

	4　変更後総事業費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	5　変更内容
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	6　変更理由
	　　　　　　　　　　

	7　添付書類
	□事業計画書（第２号様式）　　□誓約書（第３号様式）
□収支予算書（第４号様式）
□工事見積書　　□配置図・平面図　　□土地所有者の承諾書
□見積書（備品購入等）　　□パンフレット又は写真（備品購入等）

	8　その他
（代表者の変更があ
　った場合のみ）
	暴力団員でないことを確認するため、藤沢市暴力団排除条例に基づき本申請書に記載された情報を関係する官公庁へ照会する場合があることに同意します。




（７）愛の輪福祉基金補助金事業計画変更通知書【第７号様式】
　　本市が作成する書類です。
事業計画変更承認申請書【第６号様式】を審査し、審査結果を通知します。
見本

第７号様式（第８条関係）
愛の輪福祉基金補助金事業計画変更通知書
	　２０２６年（令和８年）○月○日　
　○○○○会
　会長　　藤澤　愛　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤沢市長　〇〇　〇〇　　　
　次のとおり通知します。

	1　補助区分
	
	（１）－ア　施設改修

	1. 
	
	（１）－イ　備品購入及び広報活動

	2. 
	
	（２）－ア　社会参加促進・地域交流活動事業

	3. 
	
	（２）－イ－①　生活支援事業

	4. 
	
	（２）－イ－②　ボランティアコーディネート事業

	5. 
	
	（２）－イ－③　自立支援等活動事業

	6. 
	
	（２）－イ－④　居場所づくり事業

	7. 
	
	（２）－ウ　その他市長が認める福祉事業

	2　審査結果
	

	3　補助金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	4　変更内容
	

	5　条　件
	１　この事業施行に関してこの補助金を目的以外に使用しないこと。
２　この事業施行について、市長は随時、帳簿書類等の提出を求め、必要な検査又は指示をすることができる。
３　本市の他の補助金制度を利用し、重複して補助金の交付を受けることがないこと。
４　事業の実施に当たっては、安全面、衛生面等に十分注意すること。
５　利用者を他の収益事業者等に誘導する行為がないこと。
６　藤沢市補助金交付規則を遵守すること。

	6　指示事項
	１　本事業の完了後、速やかに事業完了届兼実績報告書（第８号様式）に収支決算書
（第９号様式）及び領収書等の支払実績を確認できる資料、事業実施結果報告書（第
１０号様式）を添えて提出すること。
２　この補助金に関係する書類は、事業終了後翌年度から５年間保存すること。


５．事業完了後に提出する書類の記入方法及び留意事項
事業完了日は、申請事業終了後の会計処理も含め、すべてが完了した日を記載してください。
イベント等の記録の作成・発送など、事後の処理も含めてすべてが完了した日付となります。
事後にまとめて領収書の発行を受ける場合も、それらがすべて完了した日が完了日となります
ので、領収書の発行日についてご留意ください。
原則として事業完了日以後の日付の領収書は認められませんので、十分ご注意ください。
　
（８）事業完了届兼実績報告書【第８号様式】
補助金の交付をうける当該事業を複数実施した場合でも、１団体につき１通を作成してく
ださい。
最終的な交付金額を決定するため、「収支決算書【第９号様式】」「事業実施結果報告書
【第１０号様式】」に領収書等の写しを添え、あわせてご提出ください。

　申 請 年 月 日：  完了届作成日をご記入ください。
 申　　請　　者：  交付申請書【第１号様式】と同じ内容をご記入ください。

[bookmark: _Hlk219731571]1　団体の名称：　交付申請書と同じ名称をご記入ください。
　2　総事業費：　当該事業の事業費をご記入ください。
　3　補助金総額：　「交付要領　Ｐ９別表３」を参考にご記入ください。
4　翌年度繰越金総額：　翌年度実施予定の事業への繰越金額（事業残額）をご記入ください。
　5　添付資料：　収支決算書、事業実施結果報告書、領収書等の写しは必ず添付してくだ
さい。














第８号様式（第９条関係）記入例

愛の輪福祉基金補助金事業完了届兼実績報告書愛の輪福祉基金補助金交付申請書【第１号様式】と同じ「団体名」「代表者氏名」をご記入ください。
※令和７年度分は押印が必要
令和８年度分は押印が不要です。

	２０２７年（令和９年）３月３１日３月３１日までの日付を記入ください。

藤　沢　市　長
所在地　　 藤沢市朝日町１２３４番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　団体の名称　〇〇〇〇〇会　　　　　　　　かたがき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　会長　藤澤　愛　　　　　　　電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務担当者・連絡先　藤澤　輪　 　***-****-****

	次のとおり報告します。

	1　団体の名称
	（ふりがな）

	
	※愛の輪福祉基金補助金交付申請書
【第１号様式】と同じ名称をご記入ください。

	2　総事業費
	※当該事業の事業費をご記入ください。

	3　補助金総額
	※藤沢市愛の輪福祉基金補助金交付要領の　　　　　別表３を参考にご記入ください。

	4　翌年度繰越金総額
	　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　０円
【翌年度利用用途】
　翌年度〇〇〇〇事業に使用予定。翌年度〇〇購入予定。など
　※０円の場合は記載なし

	5　添付資料
	☑収支決算書（第９号様式）
☑領収書等支払実績の確認できる資料
☑実施結果報告書（第１０号様式）　□その他必要な資料



最終的な交付金額を決定するため、収支決算書【第９号様式】、愛の輪福祉基金補助金事業実施結果報告書【第１０号様式】に領収書の写しを添え、あわせてご提出ください。









（９）収支決算書【第９号様式】
　　補助金の交付を受けた当該事業が複数ある場合は、事業ごとに作成してください。

事　 業　 名：　事業計画書【第２号様式】と同じ名称をご記入ください。

（収入の部）
　区分：　収入に係る名称をご記入ください。
　　　　　　　　　※「愛の輪補助金」「会費」「参加者負担金」「団体負担金」など。
　予　 算 　額：　申請時の予算案と同じ内容をご記入ください。
　決 　算　 額：　補助金の交付を受けた当該事業の決算額をご記入ください。
　適　　　　用：　特記事項がある場合はご記入ください。 

（支出の部）
補助対象経費：　補助金の対象となる経費をご記入ください。（「交付要領　Ｐ７別表１」参照）
　　　　　 　　食費、記念品代、宿泊費、会報誌費など、対象外の経費については、下段の「補助対象外経費」の欄にご記入ください。
　区 　 　　分：　支出事項や購入した物品名などをご記入ください。
　予 　算　 額：　申請時の予算案と同じ内容をご記入ください。
　決 　算　 額：　決算額をご記入ください。
　摘    　　要：　特記事項がある場合はご記入ください。
　
代表者及び会計担当：　収支決算書の内容に相違がないことを確認の上、署名をお願いします。














第９号様式（第９条関係）記入例

収　支　決　算　書事業計画書と同じ事業名をご記入ください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業名　○○○○○○事業
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円同













額


	区　分
	予算額
	決算額
	増減（△）
	摘要

	前年度繰越金
	〇,〇〇〇円申請時の予算案と同じ内容をご記入ください。

	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	

	愛の輪補助金
	〇,〇〇〇円
	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	

	参加者負担金
	〇,〇〇〇円
	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	

	寄附金
	〇,〇〇〇円
	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	●,●●●円
	(A) ●,●●●円
	●●●円
	



（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	区　分
	予算額
	決算額
	増減（△）
	摘要

	補助対象経費
	
	〇,〇〇〇円申請時の予算案と同じ内容をご記入ください。

	〇,〇〇〇円実際に支払った金額等をご記入ください。

	〇〇〇円
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	小　計
	〇,〇〇〇円
	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	

	補助対象外経費
	
	〇,〇〇〇円
	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	補助を受ける当該事業の収支決算となりますので、
「収入の部」の合計(A)と「支出の部」の合計(B)が同額 となっているか、確認してください。


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	小　計
	〇,〇〇〇円
	〇,〇〇〇円
	〇〇〇円
	

	合　計
	●,●●●円
	(B)●,●●●円
	　●●●円
	


収支決算書の内容に相違がないことを確認の上、署名してください。
※令和７年度分は押印が必要令和８年度分は押印が不要です。



この決算書の内容に相違ありません。かたがき

団体の名称　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計担当者名　　　　　　　　　　　

（１０）愛の輪福祉基金補助金事業実施結果報告書【第１０号様式】
１団体につき１通を作成してください。

　団体の名称：　事業計画書【第２号様式】と同じ名称をご記入ください。
　事業名：　事業計画書【第２号様式】と同じ事業名をご記入ください。
　補助区分：　事業計画書【第２号様式】と同じ区分をご記入ください。
　実施場所：　事業を実施した場所をご記入ください。
複数個所に渡るときは、記載できる範囲でご記入ください。
欄に収まりきらないときは「○○等」または「○○他」とご記入ください。
　事業費：　実施した事業に要した経費をご記入ください。
　事業詳細：　実施した事業の目的や内容について、できるだけ詳細にご記入ください。
　参加者実績：　実際の参加者とその人数をご記入ください。
（「会員及び家族」「施設利用者」「地域住民ほか」など）
　着手年月日：　当該事業の着手年月日をご記入ください。
　完了年月日：　当該事業の完了年月日をご記入ください。





















第１０号様式（第９条関係）記入例

愛の輪福祉基金補助金事業実施結果報告書
	団体の名称
	〇〇〇〇〇会

	１
	事業名
	〇〇野外体験教室
	

	
	補助区分
	（２）－ア　社会参加促進・地域交流活動事業
	

	
	実施場所
	〇〇市民センター　　　　　　　　　　　　
	事業費
	〇〇,〇〇〇円

	
	事業詳細
	実施した事業の目的や内容をできるだけ詳しくご記入ください。
また、別に報告書を添付していただける場合は「別紙のとおり」と
ご記載ください。












	
	参加者実績
	（対象者）障がい児とその家族
	　　　　　〇〇名

	
	着手年月日
	　　　２０２６年　〇月　〇日　  　　　　
	完了年月日
	　　２０２７年　〇月　〇日　  　　　　

	２
	事業名
	〇〇寺子屋事業

	
	補助区分
	（２）－イ－①　生活支援事業

	
	実施場所
	〇〇会議室
	事業費
	〇〇,〇〇〇円

	
	事業詳細
	「小学生を対象とした寺子屋事業を月〇回行い、学習支援を図るとともに
地域の交流の場を提供することができた。」等









	
	参加者実績
	（対象者）地域の小学生
	 　　　　〇〇名

	
	着手年月日
	　　　２０２６年　△月　△日　  　　　　
	完了年月日
	　　２０２７年　□月　□日　  　　　　

	３
	事業名
	

	
	補助区分
	

	
	実施場所
	
	事業費
	

	
	事業詳細
	










	
	参加者実績
	（対象者）
	名　

	
	着手年月日
	　　　　　　　年　　月　　日　  　　　　
	完了年月日
	　　　　　　年　　月　　日　  　　　　

	４
	事業名
	
	

	
	補助区分
	
	

	
	実施場所
	
	事業費
	

	
	事業詳細
	










	
	参加者実績
	（対象者）
	
	名　

	
	着手年月日
	　　　　　　 年　　月　　日　  　　　　
	完了年月日
	　　　　　 年　　月　　日　  　　　　



1

